




　難治性喘息児は入院中でも慢性的に喘鳴～呼吸困難を訴える場合が多い。呼

吸調整法の習得～喘息体操,水泳……。皮膚の鍛練～乾布・冷水摩擦,冷水浴等

の所謂鍛練療法を適用した上で,尚且つ薬剤に頼らねば日常生活を全うする事

が困難な場合が多い。こうした例への薬剤療法についての検討を始めた。未だ

見るべき成果はないが,その一端を報告し我々の考え方を述べてみ度い。


